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001 変化する医療用語
『医事業務』2013年９月15日（№436）掲載

　ヒトと他の動物との違いは何だと思いますか？

　直立二足歩行や大きな脳など…、いろいろな違いがありますが、こ

こでは「言葉」に注目します。ヒトは言葉を使う動物です。そして、

今から約６千年前に言葉を記録する「文字」というものを発明しまし

た。文字の登場は知識の蓄積と継承を可能にしました。

カルテの語源
　現代の医療現場で記録と言えば「診療録」です。英語でmedical 

record（メディカル・レコード）といい、medicalは「医療の」とい

う形容詞でrecordは「記録」という名詞です。文字通り「医療の記

録」→「診療録」となります。「電子カルテ」はelectronic medical 

record（イレクトロニック・メディカル・レコード）といいEMRと

略されることもあります。ちなみに、recordの語源は「re-（後ろに、

戻って、再び）」＋「cord（心）」→「何度でも心に思い浮かべること

ができること」です。

　日本では「カルテ」という用語が今も主流ですが、これはドイツ語

のKarte（カルテ）に由来しており、英語では「カード」を意味しま

す。しかし、ドイツではKarteを「診療録」の意味では使っていない

と、最近までドイツ留学していた友人から聞きました。第二次世界大

戦前にドイツ留学した医師達が、患者の状態や経過、処方内容、検査

結果などを記録したカード状の一覧表を「カルテ」と呼んでいて、帰

国後、その「カルテ」という語を「診療録」の意味で使い始めたので
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はないか、と想像しています。蛇足ですが、「カルタ」はポルトガル

語cartaから、「カード」や「チャート」は英語のcardやchartからで

すが、それらはすべてラテン語のcharta（カルタと発音：紙、パピル

ス、文書）を語源にしています。

独から英？
　病院によっては、現在でも「明日Ent」とか「Ent後、初外来」な

どの記載がカルテに見られます。Ent（エント）というのは、ドイツ

語の動詞entlassen（エントラッセン：退院させる）から最初の３文

字を取ってきたものですが、日本の医療界では「退院」と同義に使わ

れています。明治維新後、西洋医学がドイツ語とともにわが国へ入っ

てきたことが伺えます。

　しかし、第二次世界大戦後は米国が政治経済、軍事力、医学を含む

科学領域において圧倒的な主導権を握ってきた影響で、最新の科学・

医学情報は英語で入ってくるようになり、ついには英語が医療分野に

おける世界共通語になりました。私たちが使っている医療用語の略号

（例えば、BPはblood pressure：ブラッド・プレッシャー、「血圧」の

こと）等、そのほとんどは英語由来です。

医用英単語を覚えよう！

　現在、あなたの病院やクリニックでは、カルテは英語で書かれてい

るでしょうか？　幸なことに（？）そうではないと思います。

　電子カルテの導入が進み、チーム医療が声高に叫ばれている昨今、

より一層の医療安全を実現するためには、医療スタッフ相互の意思疎

通が「カギ」になります。医療情報を皆で理解し共有できるように、

カルテは母国語である日本語で記載されるべきでしょう。とはいえ、
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英語由来の用語が多数存在している現実があります。医事を専門にし

ているあなたにも、医用英単語に関するある程度の知識・教養が求め

られているとも言えます。

　言葉は絶えず変化しています。医療用語も例外ではありません。

◇　　　　　　◇

　次回は「精神分裂病」から「統合失調症」、「痴呆」から「認知症」、

そして「看護婦」から「看護師」へと呼称表現が変わってきたこと等

を取り上げます。

　これから、医療の言葉についてあなたと一緒に考えていきたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。

Let it be. （ビートルズの曲名）
“あるがまま”がいちばん強い！co

mm
ent

002 変化する医用単語の翻訳
『医事業務』2013年10月15日（№438）掲載

諸行無常
　あなたは『方

ほうじょうき

丈記』というエッセイを読んだことがありますか？

　作者は 鴨
かものちょうめい

長 明 という人で、今から800年前に書かれたものです。

「ゆく河の流れは絶えずして、しかももとの水にあらず」という有名

な書き出しから始まります。「諸行無常」を理解するための入門書と

して、今日までずっと読み継がれてきました。この世ではすべてが

「常に変化している」こと、確かなことなど何もないことを悟りなが
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らも、作者は「自分」についてあれこれとぼやいています。変化の激

しい現在を生きる私達にも通じるものがあるように思われます。この

際、ご一読をお勧めします。

変化する言葉
　『方丈記』の例とは 趣

おもむき

を異にしますが、「医療の言葉も常に変化」

しています。例えば、2002年８月より「精神分裂病」という病名は

「統合失調症」へと改名されました。その病名に対する偏見が著しい

との患者・家族団体等からの苦情に配慮した変更でした。もともと

Schizophrenie（シツォフレニー）というドイツ語を明治時代に「精

神分裂病」と訳出して以来、長らくその病名が使われてきました。英

語ではschizophrenia（スキツォフリーニア）といいい、語源分析す

ると「schiz/o（分裂した）＋phren/o（横隔膜、魂、精神：古代ギリシャ

時代より西洋では、心や魂が横隔膜あたりに存在すると信じられてい

た）＋ -ia（状態）」→「分裂した精神状態」→「精神分裂病」→「統

合失調症」というように変化してきました。一方で、世界で通用して

いるschizophreniaという英単語の方には何の変化もありません。

　同様の例に「痴呆」から「認知症」への改名があります。2004年の

厚労省の用語検討会での結論に基づき、「痴呆」は「認知症」と置き

換わることになりました。英語ではdementia（ディメンシャあるい

はディメンチァと発音）ですが、語源分析すると「de-（下に離れて、

低い）＋ment/o（精神）＋ -ia（状態）」→「低下した精神状態」→

「正常だった認知機能・精神機能が低下した状態」→「認知症」と理

解できます。dementiaのスペリングの中にあるmentの部分は、

mental health（メンタル・ヘルス：精神衛生、メンタルヘルス）の

mentalのmentと同じ「精神、心」という意味です。
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性別を越えて
　そして、2002年３月からは「看護婦」から男女の性別にかかわらず

「看護師」へと法律上の表現が変わりました。それ以前は、女子につ

いては「看護婦」と呼び、男子については「看護士」と規定していま

した。あれから20年以上が経過しました。今では「看護師さん」や

「師長さん」という表現がすらすらと口をついて出てくるようになり

ました。ちなみに「看護師」のことを英語でnurse（ナース）といい

ます。nurseも性別に関係なく使える単語です。“He is a nurse.”も

あるのです。nurseの語源は「乳児に授乳する人」で、もともとは女

性を指す言葉だったと思われます。ただし、語源に忠実になりすぎて、

nurseという言葉を、患者に「おっぱいをあげる人」と誤解してはい

けません。「授乳する人」→「乳幼児を世話する人」→「病人をケア

する人」→「看護師」の意味になったと理解できます。

　医療の言葉もいろいろと変わってきているのです。

◇　　　　　　◇

　蛇足ですが、医療従事者の呼称には慣例により語尾が「…師」また

は「…士」で終わる２種類があります。それぞれいくつ正確に書けま

すか？

　例えば、「…師」→医師、歯科医師、助産師、放射線技師、保健師、

薬剤師、臨床検査技師など。「…士」→介護福祉士、管理栄養士、義

肢装具士、救急救命士、言語療法士、作業療法士、視能訓練士、歯科

衛生士、歯科技工士、社会福祉士、精神保健福祉士、理学療法士、臨

床工学技士、臨床心理士など。

　専門職名の語尾に「師」と「士」が混在しているのは、歴史的ある

いは社会的背景（男女平等の観点等）が影響しています。明治時代以
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